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3．3 問題点   
以上の方式で学科編成を行う場合、第14希望まて  

すべてを記入させない限り、どの学科にも配分されな  
い、いわれる“珊み残し”の学生が生ずる。  

4 数理計画法の応用  

4．1学科編成問題の定式化   
以上の学科編成問題は図1のような2部グラフで表  

現できる。左の頂点は学生番号を、右の頂点は学科を  
表し、学生から学科へ6本の枝が伸びている。この禎  
が志望を来し、志即位がそれぞれ学生の不満足皮（コ ス 

ト）になる。  
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 志望   節12学  

未1‥学生の学科志望一覧衣  

学生番号  志望ノl凧位  

（成績昭）     節1  節2  節3  第4  第5   如竜   
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420   12   9   10   13   

図1：学科描成問題   

学科配分を行うにあたり学生の総柄尺度を高めるた  

讐  

ぁ－  
全学生が必ずいずれかの学科に配分され、各学科の先  

月を越えないことが必巽である0学生をf、学科をノ、  
学軒先月をαハコストをJJ小学生の学科選択を表す   

変数を  

3 志望優先方式と成績優先方式  

3．1志望優先方式   
t＿ ．■   ．．＿ 一＿  ▼▼つ  L  ＿ ▲■．■  ●  志望使先方式は、衣11；串㌧、て節1志望の列を  

緋
棚
触
帯
 
粘
謂
佃
 

むぅ≠20番まで絹方向に光恵し  
鞘＝ 

（三：  

忍
ノ
「
慄
に
紙
あ
 
 
 

○
 
 

ご
扮
明
甘
い
 
 

学生ほ学科J◆に振り分けるとき  

そうでないとき  
野分していく方法であるこ三  
となって節1志望  冊

㍊
警
 
手
・
2
6
ん
 
諜
 

全員  ！終  カ   後
作
と
 
 

た
掠
H
 
 

つ
の
分
 
 

同
 
 

する。  
は“縦型  

とすると、問題は次のように定式化される。  
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3．2 成績優先方式   
成績嘩先方式は、表1にお  、て節1志望で決定でき  

志望，．‥，第6志望と購  
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この輸送問題を脈くことより、数理言卜画法式の学科絹 5．3 指数傾斜コスト  
成が実現される。  …招致舶lコスト・は、前項の方法の“た・・をαkで筐  

4．2 シミュレーション  き換える方法で、この時のコストは次式で示される○   

ル雪守緊欝、讃野響慧禁野望守男㌍  鞘＝ 

試算を行い、各配分方式ごとの学科編成を得た。また、   

の結果の一部として、図2に各配分方式ごとの志艶昭 結果ではαを2ぐらいに設定するのがよいようである。   
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は約2％である。  ●線形コストでは、成績は全く無視され上、中、下   

● 

・、成批学  

●コストを線型とするか指数型とするかによる差は  
あまり凱著でない。  

図2：志望別配分人数  

コストを変えた配分方法   

5 
理であったが、成統   図3：数理計蘭方式による配分   
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学に致刑法を応肘ることによ。、   胴乱の生じない学科編成を行うことが出来るよう   

孟綴喜芝慧禁すること芸呈孟墓室‘詳筆済野望ア孟  

今まで用いて来たコストを“線形コスト●■と呼ぷ。こ  
れに対して本節では、成紙上位者の。ストの輔を下  参考文献   

廿克臥門キャンバスのOR」，朝  

臆望の学科であるとき  
【21循正夫湖偲「ネットワーク理論」，日科技逆  
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で与えられる。この場合、成措下位者になるにつれ志  
望贈位によるのコスト差が′トさくなり、どこに配分さ  

れても大差ないという抜いになる。  
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